
1B  011m i t e 11 の提案

いわゆるターピダイトが1/Bouma tJ)モデル"

と呼ばれている特鋤悦 11単層内部堆積持軍造 11を

持つととは，最近では広〈知られている。ターピ

ダイトの単署内部堆積持軍造については，他にもそ

の規員Ij性について述べた研究があるが， Bouma 

(1962)の提唱したものが，もっとも一般性を

もち.model cycl eとして認められている。

一方，逆に"Bouma のモデノレ"に対比苛1る

堆積構造をもっ地層がすべてターピダイト，す左

わち，混濁流からの堆積物であるといえるであろ

う語、 ζの点については，有田 (1971) も紹介

しているよう陀，最近多〈の疑念や異論が提出さ

れている。 (Kingma 1960 Hutert 

志 岐 常 正 (京大理・地鉱〉

1 9 67 S hepard et al 1 9 69，など)

しかし左がら，筆者の考えによれば，いわ的る

ターピダイトの内部堆積構造のmodelcyc1eとし

て Bouma のモデノレが認められるとωうζ とは

事実として重視され左ければ走ら在いであろう。

そのことは，いわゆるターピダイトの形成機構が

果して混濁流であるか否かというとととは直接関

係が在い。いいかえれば，成因がどうであれ，と

もかく Bouma1)モデル陀対比される内部堆積構

造をもっ地層が，世界各地の各時代の地層VC，き

わめて多数見出されるというととが問題左のであ

る。とり問題は解かれ左ければ左ら左い。

筆者はζれまで，上のよう左観点から，いわゆ
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るターピグイトのもつ諸性質や形成機構を検討し

てきた。その際，とりあえず BoumaのモデJレ

に対比される特徴，その他，いわゆるターピダイ

トに共通的念特徴や産状をもっ地層という意味で

11ターピダイト置という言葉を使って来た。との

言葉は，その語を作った語源ゃいきさつからしで

も筆者の意図とは無関係にいわゆる混濁流から

の堆積物であるととを意味すると読者陀受取られ

でも仕方がまい。しかし，実際のと ζろ，混濁符

( turbi di ty current )とは何か。そのよう左も

のが実在するか否か。実在するとすればどのよう

なものであるか，左どということについての筆者

の見解は Kuenen あるいは，その他の欧米の

誰かれと必ずしも同じというわけでも左いのであるO

とにかく 11ターピダイト 11と呼ばれて Wる地層

がある以上，そのよう左地層を堆積する機構があ

るはずである。筆者と同様陀，とのよう左考えを

抱きつつ，とりあえず 11ターピダイト 11という言

葉を使っている人も多いととと思う O それで，と

のよう在不便，不合理をなくし，不必要左誤解や

混乱を少〈するために，当分，別の言葉を使うと

とを考えた方がよ lハのでは左いだろうか。

そζで，筆者は，上記のよう左地層，もう一度

正確を期して書き直せば，

r B oumaのザノレに対比されるよう左単層内部構

造，その他，従来いわゆるターピダイト陀特徴的

といわれたよう左常造や産状を示す地層J

を，当分，いわゆる混濁流の正体や，ターピダ

イトの形成機構が明らかになるまで，n Boumi te" 

と呼ぶととを提案した¥/'10

乙の名は，¥/'1うまでもな<， n B αlmaのモデ

ルから発想、したものである。そのととにこだわる

わけでは左<，もっとよい言葉があればそれでも

よい。とにかし直接成図的意味を含ま左¥/'1言葉

走らよいo 11 Boumi te 11 の難点としては，日本

人にとって Borni teと音が似ているととである。

しかし Boumaという名前の発音は，岡田さん

の教示によれば 11;t;.ーマ 11ゃ 11プーマ Hょbも

むしろ"パワマ 11に近いらしい。

生きている人の人名という点にも問題があるか

も知れま加。それならば， Boumaのモデルの模

式地と在った地名をとって， Pe"ira - Oavi te 

というのはどうだろうか。研究会会員の皆さんの

検討をb願いしたい。

在主子，上記の定義の rBoumaのモテツレに対比
されるJとは， Boumaのモデノレの a部からe部

までに対応する部分が全部そろっている ζとを意

味するわけではない。との点は，堆積学研究者の

方がたには言うまでもまいが，念のためつけ加え
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